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２月です。節分が過ぎると季節は春ですが、寒さはこれからです。今年もインフルエンザが流行して
います。もしもかかってしまったら、お医者さんのお話をよく聞いて、しっかり治しましょう。 
 

 
 

 初詣にいきました。 
 

１月４日に、新年の初顔合わせとして「亀久保神明神社」まで初詣にいきました。 
まず朝いちばんに、シオンのまわりでお世話になっている方がたへ、新年のごあ
いさつをしてから、神社へいきました。 

三賀日を過ぎた神社はひっそりとしていましたが、その分ゆっくりとお参りが
できました。 

もう初詣を済ませていたひともいましたが、みんなでなごやかに新年を始めら
れました。  

 ごまの袋詰めをしています。 
 

これまでも収穫や脱穀などをしてきたごまですが、その袋詰め作業をシオンで
も受け持つことになりました。 

袋に詰めたらそのまま商品になるので、衛生には気をつかいます。 

作業では、マスクはもちろん、髪の毛が入らないように帽子をかぶっています。 
 
 
 

 「川越市障害者福祉施設利用者交流会」に参加しました。 
 

１月２５日に、ウェスタ川越にて「第２０回川越市障害者福祉施設利用者交流会」が
おこなわれました。 

このイベントにシオンは今回、鑑賞と見学をするために参加しました。また、会場内
で販売もできるようになっていたので、野菜の販売もおこないました。 

イベントの内容は、各施設の利用者の作業を通じた発表やパフォーマンスで、最後に
コンサートが催されました。 

来年おこなわれる次回のこのイベントで、シオンが発表をする予定になっています。 

 

 

 シオン農園の野菜たち。 
 

 農園が大幅に広がります。 
 

来期から、シオン農園として借りられる土地が、大幅に広がりました！ 

これから、作れる野菜の種類や量をたくさん増やせます。 
 
 白菜を出荷しました。 
 

シオン農園で育てた白菜を、こだわり村へと納品伝票を切って正式な出荷ができま

した！ 

 

 

  

 ２０１９年２月発行 

 

 

第２５号 

就労継続支援 B 型事業所・ウォームサポートシオン 

利用者数：１４名（男性１２名 女性２名） 

  



- 2 - 

 事業所前での販売について。 
 

シオン前での焼きいもや有機野菜などの販売を始めました、とお知らせしまし
たが、よりよい方法を探して試していきたいと考えています。 

まず、有機野菜の販売については「毎週水曜日」のところを、「毎週水、木、金
曜日」に販売することになりました。 

焼きいもの販売は、水曜日のみのままで変わりません。 

また、職員や利用者さんの都合がつかない場合でも販売できるように、小屋を作
って無人販売も試してみることになりました。 

 

 放課後デイサービス「たまみずき」さんが訪れました。 
 

１月７日に、放課後デイサービス「たまみずき」さんが、人参の収穫のために訪
れました。 

みなさん土まみれになりながらも、わいわいと楽しみながら収穫をしていきま
した。 

 
 
 

 １２月の皆勤賞です。 
 

１２月は、３名の利用者さんが皆勤賞をとりました。 

皆勤賞を取ったのは、渡辺さん、田中さん、長澤さんで、渡邉さんは２ヶ月連続、

田中さんと長澤さんは、これで６ヶ月連続となりました。 

６ヶ月連続で皆勤賞のおふたりには、収穫鎌や長靴などの賞品が贈られました。 

 

 
 

 

  

１日 金 販売会：大井福祉センター 

６日 水 販売会：特別養護老人ホームさくら 

７日 木 販売会：川越市総合福祉センター（川越社協） 

８日 金 販売会：大井福祉センター 

１４日 木 販売会：川越市総合福祉センター（川越社協） 

１５日 金 販売会：大井福祉センター 

１９日 火 販売会：川越市役所ロビー 

２０日 水 販売会：特別養護老人ホームさくら（焼きいも販売） 

２１日 木 販売会：川越市総合福祉センター（川越社協） 

２２日 金 販売会：大井福祉センター 

２５日 月 １月分 工賃支給日 

２８日 木 販売会：川越市総合福祉センター（川越社協） 
 

２月のシオン事業所前での販売予定日（赤字は焼きいも販売日） 

１、６、７、８、１３、１４、１５、２０、２１、２２、２７、２８ 
 

※ 隔週でおこなっていた、川越市総合福祉センターと、大井福祉センターでの販売会を、毎週おこなうことにな

りました。特別養護老人ホームさくらさんでの販売は、隔週のままで変更はありません。 

継続は力なり！ 

掘れた！ 


